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南部町第２次総合計画 第２期実施計画（令和2年度）主要事業振り返り結果

№26 滞在・交流型里地里山魅力体験事業
(企画政策課)

南部町農泊推進協議会を中心とし、官民一体プロジェクトとして、体験型観光と民泊に取り
組みます。

農泊事業として、コミュニティ施設「てま里」、緑水湖オートキャンプ場などとも連携を
図りながら町内宿泊者数の増加を図ります。

・資源の掘り起しと磨き上げによる魅力向上を行うとともに、町内への宿泊客を誘致し、消費拡大
につなげます。
・民家を活用した宿泊事業を行おうとする方に、必要となる経費の一部を補助します。

インバウンド誘客の拡大を図ってきていたが、コロナ
ウイルス感染症拡大により、宿泊者数は前年比で78.5％
となっています。
土産物として、伐採された南部町の桜の老木を活かした
ブローチなどの販売は公表を博しています。
町内宿泊者数（４～１２月）：5,136人
【前年：6,542人】・・・対前年同期比78.5％

コロナによるインバウンド誘客は現時点では困難な
ことから、ターゲットを近隣地とするマイクロツー
リズムに移行するとともに、より感染リスクの少ない
アウトドアスポーツニーズを捉えていくことが必要と
なりました。

コロナ禍において、里山体験に対するニーズが高まっていることから、サイクリング、ウォーク
などを主軸とするコンテンツで情報発信を行い、まずは近隣地からの誘客を図ります。

自然豊かでスポーツが楽しめるまちとして、まずはイベント開催等において機運醸成を図ります。

他町と連携したサイクリングや町内でのポタリング、また2年度に試行的に開催したなんぶ里山
チャレンジランなどのイベントを開催します。


